第２号様式

福島県指令　　第　　　　号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　補助事業者　氏名


福島県省エネルギー住宅改修補助事業 補助金（変更）交付決定通知書

　令和　　年　　月　　日付けで交付申請のあった令和　　年度の標記事業補助金について、下記のとおり交付します。

令和　　年　　月　　日

福島県知事　　印　　　

記
１　補助金の交付決定額は次のとおりとします。
	既交付決定額
	変更増減額
	変更後交付決定額

	円
	円
	円



２　補助金の交付決定に係る事業内容等の概要
	住宅の所在地
	

	補助金の種類
	☐住宅の省エネ診断　　☐住宅の省エネ改修



３　事業完了予定日　　　　　　　　　　令和　　年　　月　　日
４　補助金を充てる事業及びその内容並びにこれに要する経費の配分は、交付申請書に記載のとおりとします。
５　補助金の額の確定は、交付決定額の範囲内で、補助金を充てた事業の当該年度の事業費の実績額に基づいた額をもって行うものとします。
６　補助金の交付の条件は、次のとおりとします。
補助金を充てる事業の実施について、次のいずれかに該当するときは、あらかじめ承認又は指示を受けてください。
①補助事業等の内容又は補助事業等に要する経費の配分の変更をするとき
②補助事業等を中止し、又は廃止するとき
③補助事業等が予定の期間内に完了しない又は事業の遂行が困難となったとき

管理番号

第３号様式

令和　年　月　日　

福島県知事　様

氏名

福島県省エネルギー住宅改修補助事業 補助金変更交付申請書

　令和　　年　　月　　日付け福島県指令　　第　　　　号で交付決定のあった標記事業補助金等について、下記のとおり変更したいので、福島県省エネルギー住宅改修補助事業補助金交付要綱第９条第１項の規定により申請します。
記
１　交付申請額
（１）既交付決定額                                      円

（２）変更後交付申請額                                  円

（３）差額（ (2) – (1) ）                               円

２　事業完了予定日
令和　　年　　月　　日（変更前）
令和　　年　　月　　日（変更後）

３　その他変更事項


４　変更理由




(注)申請書の内容及び添付書類は、全て交付申請書の内容及び添付書類等を準用する。



第４号様式

令和　年　月　日　

　福島県知事　様

                                                 　　氏名

福島県省エネルギー住宅改修補助事業 中止（廃止）承認申請書

　下記により、令和　　年度の標記事業を中止（廃止）したいので、福島県省エネルギー住宅改修補助事業補助金交付要綱第９条第３項の規定により承認してくださるよう申請します。
記
１　補助金の交付決定年月日及び番号



２　中止（廃止）の理由



３　中止（廃止）の内容


第５号様式

令和　年　月　日　

　福島県知事　様

氏名

福島県省エネルギー住宅改修補助事業 取下申請書

　下記により、令和　　年度の標記事業を取り下げたいので、福島県省エネルギー住宅改修補助事業補助金交付要綱第10条第２項の規定により申請します。
記
１　補助金の交付決定年月日及び番号



２　取下の理由



３　取下の内容


第６号様式

令和　年　月　日　

　福島県知事　様

氏名

福島県省エネルギー住宅改修補助事業 完了実績報告書

　令和　　年度において、下記のとおり標記事業を実施したので、福島県省エネルギー住宅改修補助事業補助金交付要綱第11条第１項の規定により報告します。
記
１　補助金交付決定額                                      円

２　事業完了日　　　　　　　　　　　　令和　　年　　月　　日





（添付書類）（提出前に該当する項目の□にチェック☑して確認してください）
☐①契約書・領収書の写し
☐②工事写真（工事中・工事後）
☐③使用資材の出荷証明書の写し（出荷された資材が分かる資料）
☐④施工チェックリスト
☐⑤前各項目に掲げるもののほか、知事が必要と認める書類




第７号様式

令和　年　月　日　

福島県知事　様

氏名

福島県省エネルギー住宅改修補助事業 年度終了実績報告書

　令和　　年　　月　　日付け福島県指令　　第　　　　号で交付決定のあった標記事業について本年度内に完了しないので、福島県省エネルギー住宅改修補助事業補助金交付要綱第11条第３項の規定により下記のとおり報告します。
記
１　交付決定額                                    円

２　事業完了予定日
令和　　年　　月　　日（変更前）
令和　　年　　月　　日（変更後）

３　繰越理由



第８号様式

福島県指令　　第　　　　号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　補助事業者　氏名


福島県省エネルギー住宅改修補助事業 補助金額確定通知書

　令和　　年　　月　　日付けで完了実績報告のあった標記事業について、福島県省エネルギー住宅改修補助事業補助金交付要綱第12条第１項の規定により、補助金の額を確定したので通知します。

令和　　年　　月　　日
福島県知事　　印　　　

記
１　交付決定額                                  円

２　確定金額                                　　円



















管理番号
第９号様式

令和　年　月　日　

福島県知事　様

氏名

福島県省エネルギー住宅改修補助事業 補助金請求書

　令和　　年　　月　　日付け福島県指令　　第　　　　号で交付決定のあった標記事業補助金について、下記により交付してくださるよう請求します。
記
１　交付決定額                                   円

２　確定金額                                  円

３　今回請求額                                   円

[bookmark: _GoBack]４　残　　　額                                   円


第10号様式

福島県指令　　第　　　　号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　補助事業者　氏名


福島県省エネルギー住宅改修補助事業 交付決定取消通知書

　令和　　年　　月　　日付け福島県指令　　第　　　　号で交付決定した令和　　年度の標記事業補助金について、下記のとおり交付決定を取り消すことに決定したので、福島県省エネルギー住宅改修補助事業補助金交付要綱第14条第２項の規定により通知します。

令和　　年　　月　　日
福島県知事　　印　　　

記
１　交付決定取消額　　　　　　　　　　　　　　　　　円


２　取消の理由















管理番号
image1.emf
（第６号様式　別紙）

施工チェックリスト

１　共通項目　（項目にチェック☑してください。）

適合

施工中・施工後の写真を撮影した

使用資材が別表１の基準に適合しているとわかるように写真を撮影した

断熱改修を行った開口部について、１箇所ごとに写真を撮影した

２　天井を改修する場合　（項目にチェック☑してください。天井を改修しない場合はチェック不要です。）

適合

断熱材を隙間なく施工した

天井は、内装下地を塞ぐ前に断熱材施工がわかるように写真を撮影した

３　壁・床（基礎）を改修する場合（項目にチェック☑してください。壁・床（基礎）を改修しない場合はチェック不要です。）

適合

断熱材を隙間なく施工した

防湿フィルムの耳部分は、柱や間柱の見付け面に留めた

外壁と床（基礎）の取り合い部、間仕切り壁と床の取り合い部に気流止めを施工した

壁・床（基礎）の施工は、内装下地を塞ぐ前に断熱材施工がわかるように写真を撮影した

４　設備の効率化工事をする場合（項目にチェック☑してください。設備の効率化工事をしない場合はチェック不要です。）

適合

機器の仕様に適合するよう適切に施工した

不可視部分をふさぐ前に施工状況がわかるように写真を撮影した

　上記内容について施工内容等と相違ないことを確認しました。

　令和　　年　　月　　日

会社名

担当者名

項目

※防湿フィルムの施工が不要な断熱材を用いた場合を除く

　 ただし、施工不要理由が分かる資料（カタログ等）を添付すること

項目

項目

項目

天井面の断熱材は、防湿フィルムを室内側に施工した

※防湿フィルムの施工が不要な断熱材を用いた場合を除く

　 ただし、施工不要理由が分かる資料（カタログ等）を添付すること


Microsoft_Excel_______.xlsx
施工チェックリスト



		施工チェックリスト セコウ



		１　共通項目　（項目にチェック☑してください。） キョウツウ コウモク

		適合 テキゴウ		項目 コウモク

				工事中・工事後の写真を撮影した コウジ ナカ コウジ ウシ シャシン サツエイ

				使用資材が別表１の基準に適合しているとわかるように写真を撮影した シヨウ シザイ ベッピョウ キジュン テキゴウ シャシン サツエイ

				断熱改修を行った窓、１枚ごとに写真を撮影した ダンネツ カイシュウ オコナ マド マイ シャシン サツエイ



		２　天井を改修する場合　（項目にチェック☑してください。天井を改修しない場合はチェック不要です。） テンジョウ カイシュウ バアイ コウモク テンジョウ カイシュウ バアイ フヨウ

		適合 テキゴウ		項目 コウモク

				断熱材を隙間なく施工した ダンネツ ザイ スキマ セコウ

				天井面の断熱材は、防湿フィルムを室内側に施工した テンジョウ メン ダンネツ ザイ ボウシツ シツナイ ガワ セコウ

				※防湿フィルムの施工が不要な断熱材を用いた場合を除く ボウシツ セコウ フヨウ ダンネツ ザイ モチ バアイ ノゾ

				　 ただし、施工不要理由が分かる資料（カタログ等）を添付すること セコウ フヨウ リユウ ワ シリョウ トウ テンプ

				天井は、内装下地を塞ぐ前に断熱材施工がわかるように写真を撮影した テンジョウ ナイソウ シタジ フサ マエ ダンネツ ザイ セコウ シャシン サツエイ



		３　壁・床（基礎）を改修する場合（項目にチェック☑してください。壁・床（基礎）を改修しない場合はチェック不要です。） カベ ユカ キソ カイシュウ バアイ コウモク カベ ユカ キソ カイシュウ バアイ フヨウ

		適合 テキゴウ		項目 コウモク

				断熱材を隙間なく施工した ダンネツ ザイ スキマ セコウ

				防湿フィルムの耳部分は、柱や間柱の見付け面に留めた ボウシツ ミミ ブブン ハシラ アイダ ハシラ ミツ メン ト

				※防湿フィルムの施工が不要な断熱材を用いた場合を除く ボウシツ セコウ フヨウ ダンネツ ザイ モチ バアイ ノゾ

				　 ただし、施工不要理由が分かる資料（カタログ等）を添付すること セコウ フヨウ リユウ ワ シリョウ トウ テンプ

				外壁と床（基礎）の取り合い部、間仕切り壁と床の取り合い部に気流止めを施工した ガイヘキ ユカ キソ ト ア ブ マジキ カベ ユカ ト ア ブ キリュウ ト セコウ

				壁・床（基礎）の施工は、内装下地を塞ぐ前に断熱材施工がわかるように写真を撮影した カベ ユカ キソ セコウ ナイソウ シタジ フサ マエ ダンネツ ザイ セコウ シャシン サツエイ







		　上記内容について施工内容等と相違ないことを確認しました。 ジョウキ ナイヨウ セコウ ナイヨウ トウ ソウイ カクニン





												　令和○○年○月○日 レイワ ネン ガツ ニチ



												会社名 カイシャ メイ

												担当者名 タントウ モノ メイ								印 イン





















施工チェックリスト (R5)

		（第６号様式　別紙） ダイ ゴウヨウシキ ベッシ



		施工チェックリスト セコウ



		１　共通項目　（項目にチェック☑してください。） キョウツウ コウモク

		適合 テキゴウ		項目 コウモク

				施工中・施工後の写真を撮影した セコウ ナカ セコウゴ ジゴ シャシン サツエイ

				使用資材が別表１の基準に適合しているとわかるように写真を撮影した シヨウ シザイ ベッピョウ キジュン テキゴウ シャシン サツエイ

				断熱改修を行った開口部について、１箇所ごとに写真を撮影した ダンネツ カイシュウ オコナ カイコウブ カショ シャシン サツエイ



		２　天井を改修する場合　（項目にチェック☑してください。天井を改修しない場合はチェック不要です。） テンジョウ カイシュウ バアイ コウモク テンジョウ カイシュウ バアイ フヨウ

		適合 テキゴウ		項目 コウモク

				断熱材を隙間なく施工した ダンネツ ザイ スキマ セコウ

				天井面の断熱材は、防湿フィルムを室内側に施工した テンジョウ メン ダンネツ ザイ ボウシツ シツナイ ガワ セコウ

				※防湿フィルムの施工が不要な断熱材を用いた場合を除く ボウシツ セコウ フヨウ ダンネツ ザイ モチ バアイ ノゾ

				　 ただし、施工不要理由が分かる資料（カタログ等）を添付すること セコウ フヨウ リユウ ワ シリョウ トウ テンプ

				天井は、内装下地を塞ぐ前に断熱材施工がわかるように写真を撮影した テンジョウ ナイソウ シタジ フサ マエ ダンネツ ザイ セコウ シャシン サツエイ



		３　壁・床（基礎）を改修する場合（項目にチェック☑してください。壁・床（基礎）を改修しない場合はチェック不要です。） カベ ユカ キソ カイシュウ バアイ コウモク カベ ユカ キソ カイシュウ バアイ フヨウ

		適合 テキゴウ		項目 コウモク

				断熱材を隙間なく施工した ダンネツ ザイ スキマ セコウ

				防湿フィルムの耳部分は、柱や間柱の見付け面に留めた ボウシツ ミミ ブブン ハシラ アイダ ハシラ ミツ メン ト

				※防湿フィルムの施工が不要な断熱材を用いた場合を除く ボウシツ セコウ フヨウ ダンネツ ザイ モチ バアイ ノゾ

				　 ただし、施工不要理由が分かる資料（カタログ等）を添付すること セコウ フヨウ リユウ ワ シリョウ トウ テンプ

				外壁と床（基礎）の取り合い部、間仕切り壁と床の取り合い部に気流止めを施工した ガイヘキ ユカ キソ ト ア ブ マジキ カベ ユカ ト ア ブ キリュウ ト セコウ

				壁・床（基礎）の施工は、内装下地を塞ぐ前に断熱材施工がわかるように写真を撮影した カベ ユカ キソ セコウ ナイソウ シタジ フサ マエ ダンネツ ザイ セコウ シャシン サツエイ



		４　設備の効率化工事をする場合（項目にチェック☑してください。設備の効率化工事をしない場合はチェック不要です。） セツビ コウリツ カ コウジ バアイ コウモク セツビ コウリツカ コウジ バアイ フヨウ

		適合 テキゴウ		項目 コウモク

				機器の仕様に適合するよう適切に施工した キキ シヨウ テキゴウ テキセツ セコウ

				不可視部分をふさぐ前に施工状況がわかるように写真を撮影した フカシ ブブン マエ セコウジョウキョウ シャシン サツエイ



		　上記内容について施工内容等と相違ないことを確認しました。 ジョウキ ナイヨウ セコウ ナイヨウ トウ ソウイ カクニン



																　令和　　年　　月　　日 レイワ ネン ガツ ニチ



																会社名 カイシャ メイ

																担当者名 タントウ モノ メイ


















